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行方不明を防ぎ、行方不明者の気持ちに思いを馳せ、誰もが住みやすく、安心して

外出ができる地域にしておくことこそが、将来、故郷での安心な暮らしにつながるの

ではないかと考えます。

そのためのアプローチとして、当包括エリア内の各小学校、警察学校、民生委員の

交流研修会の場にて、「認知症サポーター養成講座」や「SOS やさしい声かけで

地域の見守りの輪をつなげよう！（声かけ体験）」を行いました。

います

あなたなら

どのように

しますか

認知症

養成講座

長崎市の徘徊等による

行方不明者把握件数 1 2 7 2 1 0
16 12 14 16 17

37
14 14

31
22

38

32
26 33

39
84

67

70

H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度

65歳以下 66～75歳 76～80歳 80歳以上

57 61

91

（件）

うち認知症の
診断は120名

123

≪発見者≫

・警察（44）

・地域住民（35）

・家族（19）

・施設職員（2）

139

地域住民の力が発見の頼りになっています

124

講話・グループワークを通して、老化や認知症によって脳細胞が減少し、認知す

る力が低下していくこと、認知症の方の気持ち、対応方法を学んでいただきました。

一番大事なのは『自分』
子どもだけで解決しようとせず、
近くの大人に伝える

もしも、自分の地域で

認知症の方が

道に迷っている姿を見かけたら・・・

［児童］
こんにちは。

手熊小学校の

◯◯です。
［児童］道に迷っている人

がいます。

「SOS やさしい声かけで地域の見守りの輪をつなげよう！（声かけ体験）」は、

道に迷った高齢者（認知症の方を演じる関係者）を探し出し、声をかけ、支援するという模

擬体験です。認知症高齢者に対する正しい接し方を学んだ上で、実践していただきました。

接し方の７つのポイント
①まずは見守る
②あわてず 笑顔で
③声をかける時は1人で
④後ろから声をかけない
⑤やさしく話す
⑥おだやかに、はっきりした話し方で
⑦相手の言葉をよく聞き、ゆっくり接する

と感じる方を見かけた時には、右の
ポイントを参考に対応ください。

なんだか

気になる…

［児童］お巡りさんに
電話するね。

声をかける時
・見下ろしていません
でしたか？

・声の大きさは
どうでしたか？

・挨拶はできましたか？

ふりかえり

式見町警察官駐在所 中村巡査長
小江原交番 福本巡査長
のお二人に教えていただきました！

気をつける

ポイント

接し方の

ポイント

［児童］
体操できる場所に
行きたいんだけど
迷っているみたい。

[模擬交番]

［児童］
迷われている
のは、どの辺
りですか。

11/15 式見民協交流会10/4 小江原小学校

6/29 式見小学校 7/8 長崎県警察学校 9/20 手熊小学校

9/27 手熊小学校

10/20 小江原小学校

2025年には高齢者の５人に1人が認知症に

なると予測されています。

認知症を理解し、認知症の人や家族を地域で

見守るのが認知症サポーターです。

11/18 桜が丘小学校

（明日からは）自分から挨拶をして、町で

困っている人がいたら助けたい。［児童］

認知症の方と視線を合わせて話すことがで

きた。[児童］

子どもたちが質問のポイントを押さえてく

れていたので通報しやすかった。[通報役]

二手に分かれて、高齢者の対応と大人（通

報役）へ伝えることを上手に行っていた。

[徘徊役] 

目線を合わせて、ゆっくりと話していて、

安心して見守りができた。[見守り役]

感 想

声をかける前に、周囲の状況や相手の様子を
よく見て、自分の安全を確認してください。
行方不明者を見つけた時など１１０番通報時

には、『状況・場所・けがの有無』を伝えてく
ださい。
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